
 

令和４年度志木市一般会計・特別会計決算の概要 

 

■ 一般会計 

＜決算規模＞ 

・歳入総額 ３３０億８，０１８万円【前年度：３３４億９，１０７万円（１．２％減）】 

・歳出総額 ３１１億１，６０２万円【前年度：３０８億０，９７５万円（１．０％増）】 

 

   ＜収支状況＞ 

・歳入歳出差引額  １９億６，４１６万円【前年度：２６億８，１３２万円】 

・実質単年度収支額  △７億３，４５６万円【前年度： ８億６，７２９万円】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示単位未満を四捨五入しています。  

                             （裏面へ続く） 

記者発表資料 

一 般 会 計 決 算 の 特 徴 

 

○ 歳入は、前年度からの繰越金や財政調整基金などからの繰入金が増となったものの、子育て

世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金などの国庫支出金や臨時財政対策債などの市債

が減となったことなどにより、前年度比４億１，０９０万円の減となっています。 

 

○ 歳出は、子育て世帯への臨時特別給付金事業費の減などにより、民生費が減となったものの、

公共施設安心安全化基金積立金の増などにより総務費が増となったほか、令和２年度に借入

を行った臨時財政対策債や庁舎建設事業債などの元金償還開始により、公債費が増となった

ことなどにより、前年度比３億０，６２６万円の増となっています。 

 

○ 実質単年度収支（財政調整基金の増減を控除した、当該年度の実質的な収支を把握する指標）

は、前年度比で約１６億円減の約７億３千万円のマイナスとなり、４年ぶりのマイナス収支

となりました。なお、財政調整基金残高は、前年度から３億１，３６４万円減の２８億

４，７０６万円となっております。 

 

○ 財政構造の弾力性を表す経常収支比率は９４．７％で、前年度（９０．８％）より３．９ポ

イントの増となりました。 

 

○ 地方自治体の財政状況の健全度を示す健全化判断比率は、全ての指標（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）において基準値を大きく下回っており、

本市の財政状況が健全であることを示しています。 

 

○ 令和４年度末の市債残高は２３３億４，６３４万円で、前年度から２１億７，０５３万円の

増となりました。なお、市民１人当たりの市債残高は３１万円となっています。 

資料２  



 

■ 特別会計                        （単位：万円）                                     

 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

国民健康保険特別会計 ７１８，４３３ ６８３，０８５ ３５，３４８ 

志木駅東口地下駐車場事業特別会計 ４，０８５ ３，６４４ ４４１ 

介護保険特別会計 ５３３，５４２ ５０５，６４１ ２７，９０１ 

後期高齢者医療特別会計 １１２，０９８ １１１，３２０ ７７８ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 

 

■ 企業会計                      （単位：万円、税抜） 

 収   益 費   用 経常損益 特別損益 純損益 

水 道 事 業 会 計 １３５，９６８ １２３，４８３ １２，４６８ １７ １２，４８５ 

下水道事業会計 １８４，４４５ １６３，７３１ ２０，７１３ ０ ２０，７１３ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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